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信頼区間構成アルゴリズムの改善
生物統計学分野 博士後期課程 2年

塘　由惟

Jeffreys事前分布を用いた罰則付き最尤法によるロジスティック回帰モデルの推定法は，スコア関数の修正
に基づく最尤推定量のバイアス補正法である「Firthの方法」と同等であり，バイアス補正のみならず最尤推定
量が発散する状況でも有限の推定値を得るために広く利用されている [1, 2, 3]．この推定法に基づく回帰係数
パラメータの信頼区間構成には通常プロファイル尤度信頼区間が用いられ、信頼限界値はニュートン法に基づ
くアルゴリズムにより計算される [4]。しかし、現在利用可能なパッケージソフトウェアの実装では信頼限界値
の計算に非常に大きな時間を要することがある。これは、罰則付き対数尤度関数の 2階微分において罰則が考
慮されておらず、局所的な近似が悪くなる場合があるためと考えられる。そこで、本研究では信頼限界値の高
速な計算を行うことを目指し、罰則付き対数尤度の正確なヘッセ行列に基づくプロファイル尤度信頼区間の構
成アルゴリズムを開発する。本発表では、罰則付き対数尤度関数の性質を基に、アルゴリズム中で参照される
ヘッセ行列を単純に置き換えるだけでは不十分であることを述べ、更新則の工夫について検討する。
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